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Emotional Design

Copyright  2019 TAKESHI FUJIKI All Rights Reserved.

インクルーシブアイデアソンとは

障害を持ちながら活躍しているセンシティ
ブユーザーと⼀緒に実際の街にでかけ、
⼀緒に過ごすことで普段気づかない発⾒を
「気づき」を⾒つけます。

DESIGN FOR ALLの考え⽅

「気づき」からのデザインはセンシティブ
ユーザーだけで無く、すべての⼈に有効な
デザインとなります。

そして「気づき」はヒアリングやネットリ
サーチでは⾒えない課題を⾒つける事が出
来ます。未来のニーズの発⾒⼿法です。
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延期になってしましましたが、オリパラが終了し
た後の町や商品や⽣活のあり⽅に注⽬しました。
会場は芝浦⼯業⼤学を利⽤させて頂きました。
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持続可能なインクルーシブデザインは様々なカテゴリーに関係します



Emotional Design
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１、ユニバーサルデザインが何故必要なのか？

２、参加デザイナーオープンコミュニケーション

３、観察型デザインコード発見の練習

４、ユーザー（障害者）とのフィールドワーク

５、デザイン実施

６、ネットコミュニティーのデザイニング

７、発表

アイデアソンの流れ

アイデアソンは以下の流れで３⽇間で⾏われました。
２⽇のワーク終了後、メールやSNSでコミュニケーションを⾏い、
デザインをリモートで進める、新たな取り組みも⾏いました



Day１
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いよいよ、⼀⽇⽬です
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アイデアソンの流れ

昼⾷⾵景（⾃⼰紹介）

チームで集まってお弁当を⾷べながら⾃⼰紹介です
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LUNCH WORKSHOP

アイデアソンの流れ
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その後、お弁当を⾷べるMOVIEを⾒てもらい、ランチボックス
のアイデアを考えてもらいました。
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アイデアソンの流れ

Discussion

先ほど⾷べたランチなのに、普段の⾏動には無意識です。
⾒えていなかった気づきを多く⾒つける事ができました。
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アイデアソンの流れ

Work

気づきから⾒えたアイデアに議論は⽩熱しました
観察から未来のランチボックスの創造がはじまります



振り返り
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Presentation

発表では簡易モデルまで作成し、プレゼンを⾏います
わずか半⽇のワークで参加者は観察デザインのコツを掴みます



Day２
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⼆⽇⽬です



振り返り
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Field Research

いよいよユーザーとフィールドリサーチです



振り返り
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Sharing Life

⼀緒に楽しく⾷事を⾏う⾏為は、お互いを知るために重要です



振り返り
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Discussion

⼤学に戻り、各チームの気づきを発表します
課題発⾒が今回のワークショップで最も重要です
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アイデアソンの流れ

100 Ideas

各チームから１００を超えるアイデアが出ました
そして各⾃持ち帰り、Web交流で仕上げて⾏きました



アイデアソンの流れ

３⽇⽬に各チームの発表を＠芝浦⼯業⼤学で⾏いました



提案

18

ユーザーだけで無く、ヘルパーの存在に気づきを得た Aチーム



声を可視化するポータブルサインを創出した Bチーム



来場者へイベント内容の周知

パンフレット配布時に説明する

・店舗情報
・マップ
・シール貼り付け欄

・ブース別メニュー情報（点字）
・ブース別サイン
・THANKSシール

PICK 
UP

裏⾯などサイン出す

⾒える

ʻAに⾏きたいʼ

困っているんだな

イベント会場で、敢えて紙を使ったコミュニティー Cチーム



PRODUCT

teamD

プラ芝を活⽤したスペースの提案

⾜元の天然芝の感触で情報を知らせるアイデア Dチーム



聖子さんと一緒に楽しく囲めるレストラン

レストランまでデザインした Eチーム
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ワークショップ終了後の運営側からの振り返りです

①ユーザーとフィールドリサーチを⾏う事だけでは成功しない
②観察をするだけで真の課題を⾒つけ絞り込むことは出来ない

ワークショップの課題も⾒えてきました
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2020年も修正を加えながら、新たな⼿法を取り⼊れて計画します
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zoomでも、ブレイクアウトルームで各チームの部屋を設定

「Remo」というシステムが、部屋を俯瞰出来るシステムを検討

「miro」システムで遠隔ブレインストーミングが⾏える検討

初⽇は実際のフィールドリサーチに⾏きたいと思います
気づきを発⾒、リモートワークを可能にするツールを検証中です

皆様からのご意⾒いただき、今後計画を⽴てていきます

新型コロナ対策＆体験型ワークショップを⽬指します
開催は９⽉頃を検討しています（期間、場所調整中）



ご⽀援宜しくお願いします

Inclusive Design
IDEA THON 2020

ありがとうございました


